














































































































業務内容 I (1) 周 期 I (2)移ー I(3) 決定方法
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多 成 を 画
(2) 人間関係向
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(4) 職場規律の 1. 就業規係則内， 生産知ルー 1. 就業規組則内，遵に生周守産知ルー
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(6) 定着対策 1画.新を人立等案のし定総着長対を策指計導V 日常から新人等の仕事V新人のモラールアップ
する。 ぶりを観察し，早く職 のため直接新人を指導
2.定期的結に果懇談組， 面接 場にとけこめるよう指 するとともに職場先輩
を行い， を 長対に 導を行う。 を指導する。フィードパックし 策
をうつ。
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多能エ育成計 菌 進 度 表 (本社工場機械部第 4機械課)
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職場 I HIi<hP.-lm-r I _ ~;， I .($ '& I 
項目 一一一一一一|機械加工|塗 装|鋳 造|車体組付
1)係内工程数 21 27 23 16 
2)係内構成員数 18 26 33 21 
3)係内作業工程数 378 702 759 336 
4)最高作業習得者の作業数(人〉 11 (2人〉 11 (2人〕 11 (2入〉 11 (2人〉
5)最低作業習得者の作業数(人〉 1 (1人〉 1 (1人〕 1 (5人〉 1(1人〉
6) 1人当り平均習得済工程数 6.5 5.7 4.2 5.1 
7)習得済工程総数 118 149 137 107 
8)多能ヱ化率 31. 2 21. 2 18.1 31. 8 
一習得済工程総数係内作業工程数=係内構成員数x係内構成員数 多能工化率一 x100 係内作業工程数


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































直 ①段取り・治工具調整 11. 5 
f妥 ① 機械等の操作制御 10.0 
③ 起動・停止・監視 12.2 I 58.6 
作 ③組み立て 6.3 
業 ⑬搬送 3.0 
⑫測定・検査 7.6 
写会|⑫ 日常点検 1 50 
業| ⑬小さな修理 I 4.6 I 12.8 
保務 l⑬大きな " 
宝他 l⑬ 職場・作業改善 I 7.6 I 13.7 









































































































































































































































25)坂本清稿「ソフトウェア労働と熟練JC~和光経済』第17巻第 1 号， 1984年10月)110ページ。















































(l)Production， (2)Material Handling， (3)Quality， (4)Maintenanceの4つに単純化されてい
る。 B社(北米ホンダ・オハイオ工場〉では職務区分は基本的に一般工(生産〉とメインテナ
ンスの2つとなっており，一般工のなかには区別がなL、。 C社(トヨタと G Mの合弁会社NU


















31) 32) 33)安保哲夫編著『日本企業のアメリカ現地生産 自動車・電機:日本的経営の「適用」と
「適応J~ (1988年，東洋経済新報社)94~97ページ。
34) 35) 36) 木元進一郎編著『労務管理の基本問題~ (1987年，中央経済社)18~19ページ。
72 立教経済学研究第42巻第1号 1988年
支配・抑圧』をより一段と強めようとする使用者にとってはきわめて硬直的なものと観念され
ざるをえない問。Jrアメリカでは1970年代末頃以降の労務管理の展開の重点の一つが，職務規
制をめぐる労資のせめぎあいのなかで，職務分類の柔軟化，組合の職務規制の弱体化を通じて
『搾取と支配・抑圧』を柔軟に(思いのままに〉強めてゆくことにおかれてきた36)oJ 
このようにみてくると在米日系企業で導入されている職務区分の単純化による柔軟化とジョ
ブ・フレキシビリティやジョブ・ローテーションは，アメリカにおける労働組合の職務規制力
を弱体化させ，労働力の効率的利用をめざす新しい労務管理 CQWLプログラムなど〉の最前
線を行くものであるといえよう。この労働組合の職務規制には，労働者の労働権の確保や「合
理化」による配置転換の規制など数多くの労働者の権利を保障する労働慣行の側面のあること
を考えるとき，この日本的職務構造の柔軟性が資本合理化のもとにおかれれば労働者の熟練形
成のキャリアも労働者の権利も，そのなかに包摂され，吸収されてしまうものであることを確
認しておかなければならなド
したがって，アメリカへ進出した日系企業にあっては，こうしたアメリカの労働慣行を形骸
化させ，日本的生産システムをおしすすめていることが，雇用の保障を代償にやむをえないと
黙認していた労働組合に対して，問題の深刻さについての認識を改めて促し， しだいに，社会
的緊張が高まってきていることを見逃すことはできなしゅ7)。
6 むすび
これまで本稿では，日本的職務構造といわれる柔軟な職務の構成やその運営について検討し，
そこでのME化の進展や熟練形成に果した意味をあきらかにすると問時に，この「柔軟さ」が
企業の管理体制のもとに組み込まれたときにもつ限界についても若干の指摘をした。しかし，
ここでは解明できなかった「柔軟さ」の積極面と消極面の有機的な関連性とその消極面の克服
の問題を労働主体形成の問題と関連させて考えてみる必要があろう。
37)青山茂樹稿「日本企業の多国籍化と雇用・労働問題一一『日本的経営』の適用問題を中心lこ 」
(~経済~ 1988年2月号)，拙稿「日本的経営の空洞化とその海外移転J(~経済~ 1987年11月号〉。
